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［概要］
 日時：2016年3月23日
 漏えい場所：高温焼却炉建屋北側エリアの配管

切断箇所
 状況：

７：３０頃 配管切断作業のため系統隔離する弁を作

業員が閉確認。

８：００頃 当該配管（ポリエチレン管）切断開始。

９：３０頃 配管切断部からの残水が切れたことを確

認。

１０：００頃 配管を切断し、開口部をビニールで養生。

１１：４３ セシウム吸着装置起動。

１１：５１ セシウム吸着装置の処理水の

移送を開始。

１１：５２ 漏えい検知器の警報発生を確認。

１２：２０頃 配管の切断箇所より漏えいしていることを

作業員が確認。

１３：００前 弁が全開であることを確認し、当社社員が

閉操作を実施。

１７：２２～２０：５５ 漏えい水回収完了

 漏えい量： 約5.25m3 （約35m×約5mの範囲に最大
3cm程度の水が漏えい)

 漏えいした水のサンプリング
Cs134：6.3×104 [Bq/リットル]
Cs137：3.2×105 [Bq/リットル]
全β ：4.8×105 [Bq/リットル]

 推定原因：
セシウム吸着装置に接続されている配管（工事中のため切断さ
れた状態）の上流に設置されている弁が開いている状態でセシ
ウム吸着装置を起動したため、当該系統の内包水が流出したも
のと推定。
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